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過
日
、
斎
員
７
人
に
よ
る
葬
儀
を
勤
め
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
本
来
お
道
の
葬
儀
は
、
９
人
で
勤
め
る
の
が
正
式
で

あ
り
、
故
三
代
真
柱
様
の
御
葬
儀
が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
内
訳
は
、
斎
主
、
副
斎
主
（
献
饌
長
）
、
祓
主

（
祓
詞
奏
上
）
、
大
麻
（
祓
師
と
も
言
い
大
麻
行
事
を
行

う
）
、
後
取
（
扈
者
の
役
）
２
人
、
典
礼
（
指
図
方
の
役
）
、

装
束
師
（
賛
者
の
役
）
２
人
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
が
実
際
に
葬
儀
を
勤
め
る
場
合
、
ほ
と

ん
ど
が
斎
員
２
人
、
或
い
は
３
人
で
勤
め
る
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
１
人
で
勤
め
る
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
中
、
祓
主
と
大
麻
を
省
い
た

７
人
で
勤
め
る
と
い
う
事
は
、
私
自
身
初
め
て
の
経
験
で
も

あ
り
、
心
し
て
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

葬
儀
を
勤
め
る
場
合
、
祭
儀
の
流
れ
を
把
握
す
る
事
は
勿

論
で
す
が
、
斎
員
同
士
の
間
合
い
や
呼
吸
も
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。
書
物
を
読
む
だ
け
で
は
理
解
出
来
得
な
い
事
を
習

得
す
る
上
か
ら
も
、
教
区
祭
事
部
で
は
、
基
本
作
法
か
ら
始

ま
り
、
斎
服
（
重
服
、
浄
衣
）
の
着
付
け
や
、
み
た
ま
う
つ

し
、
告
別
式
な
ど
、
祭
儀
全
般
の
勉
強
会
を
重
ね
て
参
り
ま

し
た
。

１
日　

少
年
会
例
会
（
12
時
）

　

〃　

女
子
青
年
大
会
団
体
（
〜
４
日
）

２
日　

主
事
会
（
９
時
）
役
員
会
議
（
10
時
）

10
日　

雅
楽
初
心
者
講
習
会
（
９
時
半
）

13
日　

婦
人
会
例
会
（
10
時
半
）

　

〃　

学
生
担
当
委
員
会
例
会
（
19
時
）

14
日　

災
救
隊
支
部
幹
部
研
修
会
（
12
時
）

16
日　

第
12
回
陽
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
10
時
）

　

〃　

青
年
会
例
会
（
18
時
）

17
日　

女
子
青
年
例
会
（
10
時
）

30
日　

第
37
回
教
区
学
生
会
総
会
（
11
時
）

　

〃　

「
ま
な
び
ば
」
（
12
時
〜
12
月
1
日
）

12
月
1
日　

第
46
回
岩
手
教
区
団
総
会
（
10
時
）

　

先
日
、
某
朝
刊
紙
の
広
告
欄
一
頁
を
使
い

「
嫌き

ら

い
な
人
を
ほ
め
て
み
よ
う
」
と
い
う
大
き

な
見
出
し
に
、
「
嫌
い
な
人
の
い
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
提
言
が
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
現
代
社
会
の
中
で
対

人
関
係
の
苦
悩
は
深
刻
だ
と
言
え
よ
う
。

　

確
か
に
、
人
に
は
相
性
の
良
い
人
、
気
の
合

う
人
、
親
し
く
な
り
や
す
い
人
が
あ
れ
ば
、
反

対
に
顔
を
見
る
の
も
い
や
、
声
を
聞
い
た
だ
け

で
虫む

し

ず唾
が
走
る
と
い
う
人
も
い
る
よ
う
だ
。
し

か
し
、
私
達
は
日
々
多
く
の
人
達
と
出
会
い
、

触
れ
合
い
、
た
す
け
合
う
中
で
生
き
て
行
く
現

実
は
必
ず
し
も
気
に
入
っ
た
人
ば
か
り
で
は
な

い
。
寧む

し

ろ
気
に
合
わ
ぬ
人
と
も
上う

ま手
く
合
わ
せ

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
事
が
多
い
と
も
言
え
る
。

そ
の
時
、
一
番
厄や

っ
か
い介

な
の
が
感
情
だ
と
す
れ
ば
、

怒
り
や
憎
し
み
、
恨う

ら

み
や
嫉し

っ

と妬
と
い
っ
た
感
情

の
も
の
さ
し
を
一
寸
の
間
、
放
し
て
み
て
は
ど

う
だ
ろ
う
。
そ
し
て
相
手
を
嫌
う
目
線
を
変
え
、

気
の
毒
な
人
だ
な
あ
と
、
寧む

し

ろ
相
手
を
思
い
や

る
心
を
養
い
、
苦に

が

て手
な
人
も
難
儀
な
事
柄
も
喜

び
と
し
て
受
け
と
め
る
受
容
能
力
を
高
め
る
な

ら
、
神
様
は
我
々
の
徳
分
の
器

う
つ
わ

を
よ
り
大
き
く

し
て
、
た
と
え
人
間
関
係
の
苦
悩
が
あ
っ
て
も

解
決
に
導
い
て
下
さ
る
事
で
あ
ろ
う
。

　

教
え
の
中
に
、
「
合
う
の
合
わ
ん
の
と
言
う

よ
う
で
は
道
を
捨
て
た
も
同
然
」
或
い
は
又
、

「
あ
い
つ
は
好
か
ん
、
こ
い
つ
は
い
か
ん
と
言
う

も
思
う
も
同
じ
理
」
と
諭
さ
れ
て
い
る
。
人
と

人
と
の
出
会
い
や
関
係
は
絆

き
ず
な

、
縁え

ん

で
あ
り
、
つ
な

が
り
で
も
あ
る
。

　

徳
川
将
軍
家
の
剣
術
指
南
役
を
務
め
た
柳
生

家
の
家
訓
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
「
小
才
は
、
縁

に
出
会
っ
て
縁
に
気
づ
か
ず
。
中
才
は
、
縁
に

気
づ
い
て
縁
を
生
か
さ
ず
。
大
才
は
、
袖そ

で

触
れ

合
う
縁
を
も
生
か
す
。
」

　

つ
ま
り
、
知
恵
の
足
り
な
い
人
は
幸
せ
な
縁

に
恵
ま
れ
な
が
ら
気
づ
か
ず
、
例
え
ば
自
分
に

過
ぎ
た
る
夫
、
妻
、
家
族
な
が
ら
不
足
に
思
い
、

不
平
不
満
の
日
々
を
送
る
人
。
凡
人
と
は
、
恵
み

に
気
付
き
な
が
ら
も
当
り
前
の
事
と
し
て
喜
び

や
感
謝
が
な
い
人
。
優
れ
た
人
と
は
ほ
ん
の
些

細
な
触
れ
合
い
を
も
大
き
く
喜
び
感
謝
し
、
そ

の
恩
に
報
い
よ
う
と
努
力
す
る
人
と
申
せ
よ
う
。

　

ま
た
、
葬
儀
に
欠
か
せ
な
い
楽
人
（
雅
楽
演
奏
者
）
の
底

辺
拡
大
も
重
要
な
案
件
で
あ
り
ま
す
。

　

数
年
前
、
祭
事
部
主
催
の
「
雅
楽
初
心
者
講
習
会
」
で
、

雅
楽
の
楽
器
に
触
れ
た
こ
と
す
ら
な
い
少
年
会
員
が
、
親
の

勧
め
で
初
め
て
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
少
年
会
員
は
、
講
習
会
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
雅
楽
に
大

変
興
味
を
持
ち
、
天
理
教
校
学
園
高
校
に
進
学
し
て
雅
楽
部

に
入
り
、
研
鑽
に
励
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
祖
父
の

葬
儀
の
楽
人
を
つ
と
め
、
素
晴
ら
し
い
奏
楽
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

現
在
、
教
区
管
内
の
葬
儀
で
三
管
の
楽
人
を
揃
え
る
こ
と

が
な
か
な
か
容
易
で
は
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
か

ら
も
、
楽
人
の
発
掘
と
育
成
が
急
務
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
月
10
日
に
開
催
す
る
「
雅
楽
初
心
者
講
習
会
」
は
、
初

心
者
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

経
験
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
活
用
し
て
下
さ
れ
ば
幸
い
で

す
。
管
毎
に
経
験
豊
富
な
講
師
が
基
本
か
ら
し
っ
か
り
と
指

導
し
て
下
さ
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

信
仰
随
想

ほ 

う
　
　   

ら 

く

法
　
楽

　
　

中

田

俊

次

前
岩
手
教
区
長

あ
い
つ
は
好す

か
ん
、
こ
い
つ
は
い
か
ん

【
11
月
分
】

行 

事 

予 

定

後　

藤　

順　

夫　

〔
88
歳
〕

　

奥
州
支
部
・
陸
中
分
教
会
３
代
会
長

　

令
和
元
年
10
月
21
日
出
直
さ
れ
た
。

訃　
　

報

葬
儀
の
充
実
を
目
指
し
て

鈴　

木　

眞　

理

主 

事
・
祭
事
部
長

「
よ
う
ぼ
く
成
人
講
座
」
開
催
予
定
（
11
月
分
）

一
関
４
日(

月)

磐
井
分
13
時
〔
講
師 

高
橋
邦
和
〕

二
戸
17
日(

日)

北
福
岡
分
13
時
〔
講
師 

大
内
も
と
よ
〕
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し
、
床
板
取
り
付
け
、
畳
等
家
財
の
搬
入
を
行

っ
た
。
泥
搬
出
は
一
輪
車
32
台
、
土
嚢
袋
630
袋

に
及
ん
だ
。

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
減
少
す
る
土
、
日
曜
後
の

２
日
間
出
動
で
、
現
地
社
協
ス
タ
ッ
フ
に
は
大

い
に
歓
迎
さ
れ
、
ま
た
作
業
面
で
も
期
待
さ
れ

た
。
解
散
後
、
社
協
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
「
ひ

の
き
し
ん
の
意
味
は
？
」
と
尋
ね
ら
れ
、
残
っ

て
い
た
10
人
ほ
ど
の
職
員
に
、
教
祖
の
教
え
を

お
伝
え
す
る
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
。

 
 

な
お
、
本
体
出
動
に
先
立
つ
21
日
、
九
戸
支

部
18
人
が
駆
け
つ
け
、
家
財
家
具
類
の
搬
出
、

泥
出
し
作
業
に
汗
を
流
し
、
当
日
夕
方
の
テ
レ

ビ
岩
手
の
ニ
ュ
ー
ス
に
そ
の
様
子
が
放
映
さ
れ

た
。               

 
 

全
期
間
を
通

し
怪
我
や
事
故

無
く
、
お
与
え

頂
い
た
現
場
の

復
旧
に
真
実
を

尽
く
さ
せ
て
頂

け
た
こ
と
は
有

り
難
い
限
り
で

し
た
。

　　　

　

災
救
隊
は
、

教
区
災
害
対
策

委
員
会
主
導
の

も
と
、
台
風
19

号
で
大
き
な
被

害
を
被
っ
て
い

た
普
代
村
へ
、

10
月
28
日
と
29

日
に
出
動
し
た
。

 
 

27
日
、
教
務

支
庁
に
て
２
ト

ン
ダ
ン
プ
に
作

業
資
材
を
積
み
込
み
準
備
。
28
日
８
時
半
、
現

地
ボ
ラ
セ
ン
に
19
人
が
集
合
し
た
。
受
付
、
作

業
説
明
後
、
２
隊
に
分
か
れ
て
被
災
の
民
家
２

軒
の
床
板
は
が
し
と
、
家
屋
周
辺
の
泥
、
一
輪

車
の
べ
366
台
分
、
土
嚢
袋
96
袋
を
搬
出
し
た
。

 
 

２
日
目
は
、
26
人
が
参
集
し
、
３
隊
に
分
か

れ
て
同
様
の
作
業
に
加
え
、
床
下
か
ら
の
泥
出

「
庭
木
剪
定
ひ
の
き
し
ん
」　

　
　
　
　
　
　
　

実
施
さ
る

　　

10
月
15
日
と
16
日
の
両
日
、
教
務
支
庁
に
て

「
庭
木
剪
定
ひ
の
き
し
ん
」
を
実
施
、
支
部
班

長
、
隊
員
ら
８
人
が
参
加
し
た
。

　

10
時
に
集
合
、
参
拝
の
後
、
教
務
支
庁
の
中

庭
、
裏
庭
内
の
全
て
の
植
木
の
剪
定
を
各
隊
員

の
特
技
を
生
か
し
て
精
一
杯
勤
め
た
。
夜
は
、

来
年
度
の
活
動
計
画
及
び
必
要
資
材
購
入
の
件

等
に
つ
い
て
会
議
を
も
っ
た
。
翌
16
日
も
作
業

を
続
け
、
午
後
３
時
ま
で
に
完
了
し
、
解
散
と

な
っ
た
。

 
 

な
お
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
盛
岡
支
部
の
有
志

が
除
草
ひ
の
き
し
ん
を
行
い
、
環
境
整
備
に
尽

力
し
た
。

災　

救　

隊

台
風
19
号
被
災
地
の
普
代
村
へ
出
動　

　
　

　
　
　
　
　

支
部
幹
部
研
修
会

　

・
日　

時　

11
月
14
日
（
木
）
12
時
集
合

　

・
内　

容　

昼
食
後
教
務
支
庁
内
外
清
掃
、

　
　
　
　
　
　

懇
親
会

　

・
御　

供　

千
円

　

今
回
の
陽
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
不
登
校
問
題

に
取
り
組
ま
れ
る
講
師
を
お
招
き
し
て
、
「
不

登
校
対
応
と
子
育
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま

す
。
テ
ー
マ
に
「
子
育
て
」
を
入
れ
て
下
さ
い
、

と
い
う
講
師
の
要
望
で
す
の
で
、
思
い
が
詰
ま

っ
た
内
容
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
多
く
の
方
の
御
参
集
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

日　

時　

11
月
16
日
（
土
）
10
時
～
14
時

会　

場　

教
務
支
庁

講　

師　

佐
々
木
則
夫
先
生

　
　
　
　

（
由
利
道
分
教
会
長
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
　

グ
レ
ー
プ
ネ
ッ
ト
ゆ
り
代
表
）

テ
ー
マ　

「
不
登
校
対
応
と
子
育
て
」

参
加
費　

千
円
（
昼
食
代
含
む
）

「
第
46
回
岩
手
教
区
団
総
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　

【
12
月
1
日
】

少 

年 

会

　

「
第
12
回
陽
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
11
月
16
日
】

　　

教
区
学
生
会(

髙
野
慎
司
委
員
長)

で
は
、
左

記
の
通
り
「
第
37
回
岩
手
教
区
学
生
会
総
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
お
道
に
、
そ
し
て
岩
手
に
つ
な

が
る
学
生
お
互
い
が
、
日
々
歩
む
上
で
の
心
の

置
き
ど
こ
ろ
を
確
認
す
る
大
切
な
総
会
で
す
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
は
、
高
校
生
の
集
い
「
ま

な
び
ば
」
に
参
加
し
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

学
生
さ
ん
が
集
え
る
よ
う
お
力
添
え
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記

日　

時　

11
月
30
日
（
土
）
11
時
～
12
時

場　

所　

岩
手
山
青
少
年
交
流
の
家

　
日　

時　

11
月
30
日
12
時
～
12
月
１
日
８
時
半

場　

所　

岩
手
山
青
少
年
交
流
の
家

参
加
費　

５
百
円 学

生
担
当
委
員
会

　

「
第
37
回
教
区
学
生
会
総
会
」

【
11
月
30
日
】　

　　

岩
手
教
区
団
総
会
も
、
皆
様
方
の
お
力
添
え

の
お
陰
に
よ
り
、
数
え
て
第
46
回
を
迎
え
る
に

い
た
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
左
記
の
よ
う
に
、
お
あ
ず
か
り
す
る

少
年
会
員
が
将
来
立
派
な
よ
う
ぼ
く
に
育
つ
よ

う
、
総
会
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
つ

き
ま
し
て
は
、
ご
多
用
の
と
こ
ろ
と
は
存
じ
ま

す
が
、
少
年
会
員
と
共
に
ご
参
加
く
だ
さ
り
、
お

つ
と
め
を
勤
め
る
勇
ん
だ
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

日　

時　

12
月
１
日
（
日
）
10
時

会　

場　

教
務
支
庁

内　

容　

祭
儀
式
、
お
つ
と
め
、
式
典
、

　
　
　
　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

※
本
年
も
昼
食
を
準
備
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

準
備
の
都
合
上
、
参
加
者
数
を
11
月
20
日
ま

　

で
に
支
部
育
成
委
員
長
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

「
高
校
生
の
集
い
・
ま
な
び
ば
」

　
　

【
11
月
30
日
〜
12
月
1
日
】

　
　

　
　
　
　
　

雅
楽
初
心
者
講
習
会

　

・
日　

時　

11
月
10
日
（
日
）
10
時
開
始　

　

・
場　

所　

教
務
支
庁

　

・
御　

供　

５
百
円
（
昼
食
代
と
し
て
）


